
教職員向け「指導の手引き」

この手引きは、「考えよう！わたしたちのくらしと環境・エネルギー」を使用する際に、
環境学習につながる資料や大阪での状況・対策を学習する資料として参考となる情報
を整理したものです。
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１ 地球温暖化について知ろう (p.2)
①地球温暖化の仕組み

 地球を取り巻く地球温暖化の問題について調べ、解決に向けた取り組みに関心を高めるよ

うにする。

 地球温暖化のメカニズムについて調べ、二酸化炭素などの温室効果ガスと地球温暖化との

関わりを理解できるようにする。
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ねらい

留意点

大阪は地球温暖化に加えてヒートアイランド

現象の影響で、日本全体より速いスピードで

気温が上昇していることを伝える。

＜参考情報＞

ヒートアイランド現象は、次のような原因で

起こると考えられています。

• 地面の大部分がアスファルトやコンクリー
トでおおわれているため、熱をためこみや

すい。

• 自動車やクーラーなどから排出される熱
の量が多い。

• 緑地や水面が少ないので、気化熱で気温

が下がりにくい。

• 大きな建物が風の流れを妨ぎ、気温が下

がりにくい。

①地球温暖化の仕組み

• 図を活用して、地球温暖化のメカニズムや
その影響を理解できるようにする。



１ 地球温暖化について知ろう (p.2)
①地球温暖化の仕組み【続き】
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①地球温暖化の仕組み【続き】

• 地球を取り巻く大気中の二酸化炭素、

メタンなどの気体は、太陽光線のほと

んどを地上へ通過させる一方、地表面

から宇宙へ放出する赤外線（熱線）は

吸収する性質を持ち、地表の気温を保

持する役割（温室効果）を果たしてい

ることから 「温室効果ガス」とよばれ

ている。これまでは、この温室効果に

よって住みよい大気温度が保たれて

きた（温室効果自体は生命の維持に不

可欠）。

■温室効果ガス 主な７種類のガス（気体）

温室効果ガス 概要

二酸化炭素 ・石油などの燃焼にともなって発生する気体
・温室効果ガス全体の排出量95%をしめる

メタン 下水処理や燃料が燃えるときに発生する気体

一酸化二窒素 医療に使われたり、物が燃えるときに発生する気体

ハイドロフルオロカーボン 冷蔵庫などのものを冷やすために使われる気体

パーフルオロカーボン 電子部品のテストに使われる気体

六ふっ化硫黄 変圧器などに使用する電気を通さない気体

三ふっ化窒素 半導体、液晶の製造過程などで使われる気体

• ところが1980年代になって、大気中の温室効果ガスの濃度上昇が地球温暖化をまねくと問題視される

ようになってきた。温室効果ガスには二酸化炭素やメタン、一酸化二窒素、フロン類などがあるが、温暖

化に最も影響を与えているのは二酸化炭素である。イギリスに始まる産業革命以降、石油、石炭などの化

石燃料を大量に消費するようになったことが、二酸化炭素増加の主因と考えられている。政府気候変動

パネル（IPCC）（※）においても、人間の活動によって地球を温暖化させてきたことは疑う余地がない、

とされている。

※国際的な専門家でつくる、地球温暖化についての科学的な研究の収集、整理のための政府間機構

出典：資源エネルギー庁「かがやけ！みんなのエネルギー教師用」p45



＜参考＞

○大阪府内の熱中症による救急搬送者数

2018年は記録的な猛暑により、熱中症に

よる救急搬送者数は大阪府内で約７千人に

のぼりました。

○最低気温0℃未満の冬日の減少による

影響の例

• 桜の開花日の早期化
この１０年間における桜の開花日は、

５０年前と比べ、９日早くなっています。

（開花時期の比較）

1962～1971年は平均で4月２日に開花

2012～2021年は平均で３月24日に開花

１ 地球温暖化について知ろう (p.3)
②地球温暖化による影響

 自分たちが暮らす大阪で起きていることを知ることで、自分自身にも関係のある問題だと気

付くようにする。

 このまま気温の上昇が進むと、いままで以上に猛暑日が増加するなど地球温暖化の影響に

よる様々な予測がされていることを知り、有効な対策を取らないといけないと危機感をもつ

ようにする。
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年 搬送人員数（死亡人数）

2023年 5,951（1）

2022年 4,628（2）

2021年 2,844（3）

2020年 4,869（3）

2019年 5,182  (14)

2018年 7,138  (12)

• 外来生物の越冬による生息域拡大
1995 年に国内で初めて府内で確認された毒グモのセアカゴケグモは、海外からの

荷物にまぎれて上陸し、越冬できたため、生息域を拡大していったとみられています。

ねらい



１ 地球温暖化について知ろう (p.4)
③温室効果ガスの発生源
④大阪府域で排出されている温室効果ガス

③温室効果ガスの発生源

• 地球温暖化の原因になっているガスのほ
とんどが二酸化炭素であること、また私た

ちが生活の中でエネルギーを多く使うほど

多くの温室効果ガスが発生することに気付

くようにする。

④大阪府域で排出されている

温室効果ガス

• 2013年度以降、大阪府域の温室効果ガス

総排出量は減少傾向である。しかしながら、

将来にわたる甚大な被害を回避・軽減する

ためには、 2050年には二酸化炭素排出

量が実質ゼロとなるよう、世界全体が取り

組む必要がある。

• そこから、一人ひとりができる行動につい
て学び、考えてもらう。

• 温室効果ガスはエネルギーを利用している
私たち一人一人が発生源であり、同時にそ

の影響を受ける被害者にもなることを伝え

る。
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留意点

＜参考＞

〇2020年度の二酸化炭素排出量が増加に転じている主な要因について

大阪府域で排出されている温室効果ガスは、2013年度以降は減少してきましたが、

2019年度と比べると増加しています。これは、電気の排出係数※の増加が主な要因として

挙げられます。

※使用電力量１kWhあたりの二酸化炭素排出量を表す係数。発電時の電源構成（火力発電や

再生可能エネルギー等による発電のバランス）により変動し、二酸化炭素の排出量の多い

火力発電の割合が増加すると係数は大きくなります。



１ 地球温暖化について知ろう (p.4)
③温室効果ガスの発生源
④大阪府域で排出されている温室効果ガス【続き】

〇大阪府の部門別二酸化炭素排出量の推移

部門 2013年度排出量 2020年度排出量 増減率

産業（製造業など） 1,394万t-CO2 1,025万t-CO2 ▲26．5%

業務（オフィスなど） 1,743万t-CO2 1,099万t-CO2 ▲36．9%

家庭 1,287万t-CO2 1,066万t-CO2 ▲17．2%

運輸（自動車・鉄道） 688万t-CO2 632万t-CO2 ▲16．2%
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＜参考＞

〇大阪府地球温暖化対策実行計画

大阪府では、「大阪府地球温暖化対策実行計画」を定め、府民のみなさんや企業のみな

さんと協力して、温室効果ガスを減らすためのさまざまな取り組みを進めています。

【計画の目標】

• 2050年の温室効果ガスの排出量を、森林などによる吸収量と同じか、それより少な

くすることで、実質的な排出量をゼロにする。

• 2050年度目標達成に向けた中間目標として、2030年度の温室効果ガスの排出量

を2013年度と比べて40％減らす。



１ 地球温暖化について知ろう (p.5)
⑤わたしたちのくらしの中でできること
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• 日常でできる緩和策と適応策に〇を
つけて、くらしの中で取り組む意識を

持つようにする。

（例）

緩和策

• 家や学校で節電・省エネに取り組む
• 移動に自転車を使う
• エコカーを使う
適応策

• 熱中症予防
➡日差しが強いときはぼうしをかぶる

• 災害にそなえる
➡住んでいる市町村の防災マップを

確認し、すぐに避難できるように家族

で相談しておく

＜参考＞

「熱中症特別警戒アラート」

• 令和６年度からは、都道府県単位で
暑さ指数が35以上になると予測さ

れる日の前日14時に、さらに一段階

上の「熱中症特別警戒アラート」が発

表されることになりました。

【語句説明】

「熱中症警戒アラート」

• 暑さ指数の予測値が都道府県内のどこ
かで３３以上になる場合に発表されます。

気象庁と環境省のウェブサイト、テレビや

ラジオ、各種天気予報サイトなどで確認

することができます。

「暑さ指数」

• 人間の熱バランスに影響の大きい気温、
湿度、輻射熱の、３つを取り入れた熱中症

の危険度を判断する数値です。

 温室効果ガスの排出量を減らす取り組みと、温暖化による気候変動の影響に対応し

ていく「適応」という考え方を知り、両方すすめていくことが大切であることを知る。

ねらい

留意点



２ わたしたちのくらしの中のエネルギー (p.6)
① エネルギーの消費をへらす工夫「省エネ」

 家庭で使われるエネルギーのうち、二酸化炭素の排出量の割合とエネルギーの消費を

減らす工夫について、日常生活でどんなことができるか考えるようにする。

 家庭では電気の利用が最も多い。ふだんの生活でどんなことに電気を使っているか自

分たちの生活と関連付けて考えることで、私たちの生活に不可欠なエネルギーである

ことに気付くようにする。

• 身近にできる省エネについて、行動を変
えて取り組むことや省エネ製品を使うこ

となど、いろいろな方法があることを伝

え、自分たちの生活の中でどのようなこ

とができるかを考えるようにする。
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エネルギー消費量が大きい家電製品6品目（エア

コン、テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、蛍光灯器具、電気

便座）を対象に表示されるラベルです。

省エネ性能の段階を星の数で表します

省エネルギーラベル

年間の電気料金のめやす

１

２

３

出典︓資源エネルギー庁「省エネ型製品情報サイト」
個別ラベル作成を利⽤して作成

星の数が多いほど
省エネ効果が
すぐれています

１

２

３

＜参考＞統一省エネルギーラベル

ねらい

留意点



 私たちのくらしの中で最も多く消費している電気を中心に、どのようなことが省エネ

になるか、日々の生活の中でどんなことに取り組めるか、一人ひとりが省エネについ

て考え、取り組む意欲を高めるようにする。

○計算してみよう！

• 省エネチェックシートをもとに、身近にできる
省エネについて、数字で確認することで、二

酸化炭素の排出を減らすために、自分たち

の生活をどのように変えていけばよいのか

を考えるようにする。

• クラスの全員が同じ取り組みをした場合の
二酸化炭素の排出量を計算し、一人の場合

と比べることで、一人ひとりの取り組みの積

み重ねが大きな効果をもたらすことを理解

できるようにする。

• 杉の木が成長するのには長い時間がかかる
が、省エネ行動はすぐに効果が出る取り組み

であることを伝える。

○空気の流れと温度調節

• 空気のあたたまり方と関連づけ、効率的に部
屋を冷やす・暖める方法を考えられるように

する。

9

２ わたしたちのくらしの中のエネルギー (p.7)
できてるかな？できるかな？省エネ チェックシート

＜参考＞杉の木の二酸化炭素吸収量（林野庁ホームページ）

樹木が吸収し蓄積する二酸化炭素の量は一本一本異なっています。適切に手入れ
されている３６～４０年生の杉人工林は1ヘクタールあたり1年間に約8.8トンの二酸
化炭素を吸収すると推定されています。

ねらい

留意点



 省エネに取組むことや省エネ製品を選ぶことに加え、住宅の省エネ性能を高めることで

大きな省エネ効果が得られることを理解する。

 家の中における熱の出入りが一番大きい窓を中心に、熱の出入りを減らして、少ない冷

暖房で快適に過ごす工夫について考えるきっかけとする。

• 窓からの熱の出入りを減らすことで、省
エネに取り組むことができるだけでなく、

快適に過ごすことにもつながることを伝

える。

• 夏は窓の外から熱を遮り、冬は日差しを
部屋に取り込むようにするなど、夏と冬

での違いを理解できるようにする。

＜参考＞

○ZEHにするといいこと

• 断熱性能を高めると、部屋間の温度差が
少なくなり「ヒートショック現象の緩和」や、

室内が結露しにくくなり「アレルギー発生

の抑制」につながるなど、健康に良いこと

もあります。

• 詳しくは以下のホームページや冊子掲載
の動画からもご確認できます。

https://www.pref.osaka.lg.jp/eneseisaku

/sec/zeh.html
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２ わたしたちのくらしの中のエネルギー (p.8)
②省エネルギーで快適な住まい

○世界の環境共生住宅（大和ハウス工業株式会社）

• 世界のそれぞれの地域でそれぞれの自然環境に適した暮らし方の工夫を紹介して
います。快適に過ごす住まい方について、調べることができます。
https://www.daiwahouse.co.jp/sustainable/eco/column/world/index.html

ねらい

留意点

https://www.pref.osaka.lg.jp/eneseisaku
https://www.daiwahouse.co.jp/sustainable/eco/column/world/index.html


２ わたしたちのくらしの中のエネルギー(p.9)
さまざまな発電方法

 電気がどこで、どのようにして作られているのかについて詳しく調べようとする意欲を

高めるようにする。

 発電方法にはそれぞれ特徴があり、発電方法をバランス良く組み合わせ、安全で環境に

やさしい電気を安定的に確保していくことが大切だと気付くようにする。

• 日本では、火力、原子力、水力、再生可能エネル
ギーを組み合わせて電力をまかなっているこ

とを理解できるようにする。

• 火力発電は化石燃料を使用していることから
発電時に二酸化炭素が発生することや、発電す

るほど大気中の二酸化炭素の割合が増えるこ

とを補足し、より多くの電気を使うことが地球

温暖化の原因のひとつとなっていることに気

付くようにする。

• 自然のエネルギーを利用した環境にやさしい
発電があることを理解できるようにする。
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○再生可能エネルギーで作られた電気を選ぶ

• 電力の自由化により、家庭でも電力会社や料金メニューを選べるようになっています。
そのため、家に太陽光発電等を設置しなくても、再生可能エネルギーで作られた電気

メニューを選ぶことで地球温暖化対策に取り組むことができます。

• 大阪府では、２０２１年度から大手前庁舎において、地域のモデルとなるよう率先して
再生可能エネルギー電気を利用しています。

＜参考＞

○都市ガスから電気を作る

• 発電所で作られた電気は送電線を通って何
か所もの変電所を経由し、送られてきます。

ねらい

留意点

電線には電気抵抗があるため、この間に電力は少しずつ失われてしまいます（送配

電ロス）。そのため、家庭用燃料電池などを設置して家で発電することで、送配電

ロスを減らし、エネルギーを効率的に使うことができます。



２ わたしたちのくらしの中のエネルギー (p.10)
③環境にやさしい乗り物
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 家庭から排出される二酸化炭素が2番目に多いガソリン（P6）を減らす方法として、鉄道

やバスなど公共交通機関を利用することや、環境にやさしい自動車が作られていることを

理解できるようにする。

• 鉄道、バス、自動車から排出される二酸化炭
素の量を比較し、二酸化炭素の排出の少な

い交通手段を選ぶだけで、環境にやさしい

行動ができることを伝える。

【具体例】例えば、２回に１回、車利用から鉄

道利用に置き換えることで、車だけの移動より、

二酸化炭素の排出を約４割削減することがで

きる。（下記の表参照）

＜参考＞

〇国土交通省 運輸部門における二酸化炭素

排出量

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/

environment/sosei_environment_tk_0

00007.html

ねらい

留意点

• 例えば、フランスでは二酸化炭素削減のため、鉄道で2時間半以内で移動できる飛

行機の路線は禁止する法律ができるなど、世界的に、鉄道が環境にやさしい乗り物

であることは周知の事実であることを伝える。

• ガソリンを使わない環境にやさしい自動車について、種類やその仕組みについて伝え
る。

パターン 移動⼿段 1回当たり排出量 割合 合計排出量 削減排出量 削減
g-co2/⼈km g-co2/⼈km g-co2/⼈km 割合

⾃動⾞のみの場合 ⾃動⾞ 132 1 132 ー ー
⾃動⾞ 132 0.5
鉄道 25 0.5

⾃動⾞半分・鉄道半分
の場合 78.5 ▲ 53.5 -41%

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/


２ わたしたちのくらしの中のエネルギー (p.10)
③環境にやさしい乗り物【続き】
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○大阪府地球温暖化対策実行計画

大阪府では、電動車の普及促進に向けた取組指標を掲げています。

【２０３０年度の取組指標】
• 軽自動車を除く乗用車の新車販売に占める電動車の割合 １０割
• すべての乗用車の新車販売に占める電動車の割合 ９割
• すべての乗用車の新車販売に占めるZEVの割合４割

○水素ステーション

• 関西国際空港、大阪伊丹空港、大阪市（森之宮）など、府内に９か所の水素
ステーションがあります。

• 水素エネルギーナビ https://hydrogen-navi.jp/

電気をためておけば、地震や台⾵などの災害時に停電が
発⽣した時に⾮常用電源として電気を使うことができます。

出典︓⼤阪⾃動⾞環境対策推進会議「電動⾞早わかりガイド」

家の屋根に太陽光パネルを設置して、昼間に太陽の光エネ
ルギーを使って作った電気を、バッテリーにためて、その電気を
家庭で利⽤することができます。

V2Hは、⾃動⾞のバッテリーにためた電気を
家庭で使う仕組みです。

○PHV、EV、FCVをゼロエミッション車（ZEV）の「蓄電・給電機能」を利用する
ことで、災害時に停電が発生した際にも電気が使用できるため、安心にもつな
がります。

＜参考＞

https://hydrogen-navi.jp/


 ものの生産・輸送などに投入されたエネルギーを間接的に消費していることや、ごみを

処分するときにもエネルギーを消費していることを理解できるようにし、毎日のくらし

のありかたを考えるきっかけとする。

• 私たちの便利で快適なくらしは、大量のエ
ネルギー消費の上に成り立っていること、

家庭では直接的に利用するエネルギーだけ

ではなく、ものの消費を通じて間接的にエ

ネルギーを消費していることを伝える。
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２ わたしたちのくらしの中のエネルギー(p.11)
④ 環境にやさしい商品やサービス

• 農産物の生産から廃棄されるまでの工程で
どんなことにエネルギーが使われ、二酸化

炭素が排出されているかを伝え、二酸化炭

素の排出量が少ない農産物を選ぶにはど

のような視点が大切か気付くようにする。

• 食べ残しをしない＝廃棄を減らす（食品ロ
スの削減に取り組む）ことも大切であること

を補説する。

• 食品ロスについては、下記のホームページ
にて具体的な取り組みを紹介しています。

留意点

ねらい

＜参考情報＞
もったいないやん へらそう食品ロスポータルサイト
https://www.osaka-foodlosszero.jp/index.html

⇒環境のために自分たちの生活でできることがたくさんあることに気付き・考える

ことで、地球環境にやさしい消費者になれるようにする。

https://www.osaka-foodlosszero.jp/index.html
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２ わたしたちのくらしの中のエネルギー (p.11)
④環境にやさしい商品やサービス【続き】

＜参考＞

○大阪府版カーボンフットプリント（CFP）

• 大阪府では、CO2排出の少ない食品等の購入を意識付けることを目的に、府内産食材を

対象としたカーボンフットプリントの算定方法および商品への効果的な表示方法の検討を

行っています。

• 冊子に掲載している表示イメージのマークは、肥料・農薬を減らしたことや、近隣で作られ
たことで輸送距離が短いことによる削減分を算定した結果を示したもので、現在、普及啓

発イベント等で試行的に使用しています。

○CFPに関する講座等について

• カーボンフットプリントの考え方を、地産地消とセットで学べる講座・プログラムを作成して
います。ご関心がある場合は、以下までご連絡ください。

【脱炭素・エネルギー政策課 気候変動緩和・適応策推進グループ】

電話： ０６－６２１０ー９５５３

https://www.pref.osaka.lg.jp/chikyuka
nkyo/jigyotoppage/cfp_shop.html

CFP表示店舗一覧

https://www.pref.osaka.lg.jp/chikyuka
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２ わたしたちのくらしの中のエネルギー(p.11)

＜補足資料＞

地球温暖化の進⾏をふせぐため、世界の国や地域が
協⼒して「2050年カーボンニュートラル」をめざしています。
カーボンニュートラルとは︖なぜめざすの︖

くわしくはこちら

Ⓒ2014 大阪府もずやん

○カーボンニュートラルについて

• ２０２０年１０月、政府は２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにす
る、カーボンニュートラルをめざすことを宣言しました。

• 大阪府は、２０１９年１０月に知事が２０５０年に二酸化炭素の排出量実質ゼロに向
けて地球温暖化対策に取り組むことを表明しました。

• 全国の地方自治体にて、２０５０年二酸化炭素の排出量実質ゼロに取り組むことを
表明する動きが広がっています。

２０２３年１２月時点：全国で1,013自治体、大阪府内の２８市町が表明。

https://www.env.go.jp/policy/zerocarbon.html

枚方市、東大阪市、泉大津市、大阪市、阪南市、豊中市、吹田市、高石市、能勢町
河内長野市、堺市、八尾市、和泉市、熊取町、岸和田市、太子町、泉佐野市、摂津市、
茨木市、岬町、河南町、池田市、交野市、門真市、松原市、大東市、田尻町、藤井寺市
（ゼロカーボンシティ一覧図 掲載順）

https://www.env.go.jp/policy/zerocarbon.html


〇表紙のイラスト

（令和６年度まで） おおさか環境デジタルメディアコンテストの受賞作品

豊かな環境づくり大阪府民会議では、環境をテーマにしたデジタルポスターデザイン

等を公募しています。表紙には、令和５年度の受賞作品を掲載しています。

（令和７年度以降） 環境教育情報紙「エコチル」の表紙イラスト等

大阪府と株式会社アドバコムは、次世代を担う子どもたちが地球環境問題について理

解を深め、主体的に行動できるよう促すことを目的とした連携協定を締結しました。

協定に基づく取り組みとして、令和６年４月から府内小学校１～６年生に環境教育情報

紙「エコチル」を配付します。

「エコチル」では毎月、児童の皆さんからエコや自然をテーマに

したイラストを募集しています。令和７年度以降の表紙には、

応募いただいた作品の中から、環境教育冊子の関連テーマの

イラストを掲載する予定です。

表紙及び裏表紙について

○企業のお仕事とSDGs

• 現在、企業では、環境に配慮した製品づくり・サービス提供をしたり、地域の環境を
守る活動に積極的に参加するなど、様々なことに取り組まれています。

• 環境に関する取り組みの実例を知る参考として、職業教育の参考として、冊子作成
に協力をいただいている企業の取り組みを大阪府のホームページで紹介していま

す。

• 表紙のQRコードまたは以下のURLからアクセス可能です。
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https://www.pref.osaka.lg.jp/eneseisaku/education/kigyo_sdgs.html

https://www.ecochil.net/

https://www.pref.osaka.lg.jp/eneseisaku/education/kigyo_sdgs.html
https://www.ecochil.net/


環境学習ツール

地球温暖化に関する理解を深め、一人ひとりができることを考え、行動でき
るようにすることを目的とし、学習シートなどの環境学習ツールを作成し、大阪
府ホームページに掲載しています。併せてご活用ください。

https://www.pref.osaka.lg.jp/eneseisaku/education/
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https://www.pref.osaka.lg.jp/eneseisaku/education/


【参考情報】

＜エコスタディ～おおさか環境学習のひろば～＞

 大阪府脱炭素・エネルギー政策課のHPでは、環境学習に関する様々な

情報を紹介しています。

https://www.pref.osaka.lg.jp/chikyukankyo/ecoala_top/kankyogakusyu.html

＜環境教育の教材・支援プログラムについて＞

 大阪府教育庁のHPでは、民間企業や団体、行政機関が開発した

環境教育の教材・指導プログラムを紹介しています。

http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/kankyo-top/kankyo.html

＜貸し出しツールについて＞

 大阪府地球温暖化防止活動推進センター（一般社団法人大阪府みどり公社）では、環境

学習のより一層の推進を図るため、センターで所有する環境学習教材の貸し出しを行っ

ています。

パネルやDVDはもちろん、実験キットを使って体験しながら学習していただける教材な

ど幅広く取り揃えております。

直接センターでの受け渡し、または宅配便等による貸し出しをしています。
（※送料は利用者のご負担となります）

http://osaka-midori.jp/ondanka-c/suishini/kasidasi/

＜センター所在地＞

〒541-0054 大阪市中央区南本町2丁目1番８（創建本町ビル５階）
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https://www.pref.osaka.lg.jp/chikyukankyo/ecoala_top/kankyogakusyu.html
http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/kankyo-top/kankyo.html
http://osaka-midori.jp/ondanka-c/suishini/kasidasi/


【参考情報】

＜環境省 環境教育に役立つ情報サイト 環境学習STATION＞

 脱炭素社会の実現に向けた新環境教育教材等が紹介されています。

小学校低学年から高学年まで、学年に合わせた授業展開例や動画が掲載されています。

http://eco.env.go.jp/
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＜引用元について＞

 この「指導の手引き」は、大阪市環境副読本「おおさか環境科（小学校・義務教育

学校５・６年生）の「指導の手引き」から一部転載し、大阪府において編集しまし

た。なお、全文は大阪市環境情報サイト「なにわエコスタイル」からご覧いただけ

ます。

http://naniwa-ecostyle.net/

 経済産業省資源エネルギー庁の副教材（エネルギー教育）

「かがやけ！みんなのエネルギー」

「わたしたちのくらしとエネルギー」の解説編[教師用]

からも一部引用しています。

https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/tyousakouhou/

＜環境教育等に関する取り組み・イベントについて＞

 この冊子は、エネルギー・環境教育の趣旨にご賛同される企業の皆様に、印刷協力をい

ただき、作成しています。協賛企業の環境教育等に関する取り組みやイベントについて

、次ページ以降で紹介しています。

http://eco.env.go.jp/
http://naniwa-ecostyle.net/
https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/tyousakouhou/
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⼤阪ガスネットワークのエネルギー環境教育
大阪ガスネットワークでは、楽しく学んでいただけるエネルギー環境教育プログラムをご⽤意
しております。「総合的な学習の時間」などで、ぜひご利⽤ください。

⼆酸化炭素（CO2）排出量を削減する事について、ゲーム形式で
楽しく学ぶプログラムです。
地球温暖化を⾝近な問題として感じ、毎⽇のくらしを⾒直し、
「地球温暖化を防⽌するために、毎日続けられること」を実践する
きっかけを作るとともに、エネルギーと環境について学びます。

◆Daigasグループのカーボンニュートラルへの取り組みとして、⼆酸化炭素
をリサイクルして作る未来の都市ガス「イーメタン」を説明します。

（＊取組はこちらをご覧ください→）

（https://www.osakagas.co.jp/company/efforts/ed/trip/minaoshitai.html）

＊くらしの⾒直しチェックシートの内容を、各⼀⼈づつに、確認・実習をしています。
＊出張授業の回数には限りがございます。ご希望に添えない場合もございますのでご了承下さい。
＊当社供給エリア内の⼩学校に限ります。

【環境教育等に関する取組】

【環境教育等に関するイベント】

 エコとわざ

• 環境に関するテーマに合うエコなこと
わざを募集し、表彰しています。
（主催 エコ・ファースト推進協議会）

• 令和5年度は、６月24日から9月9日
まで募集しました。

• 令和6年度については、詳細が決定次
第、公表予定です。
https://www.ecotowaza.jp/

https://www.osakagas.co.jp/company/efforts/ed/trip/minaoshitai.html
https://www.ecotowaza.jp/

